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　地区研修・協議会も終わり、次年度に向けての準備が整いつつあります。その一方で私のイマジン年度も残り 2カ月を切りました。公式行事
としては、残り 1つの IMと 2つの周年記念事業、そして国際大会の参加を残すのみとなりましたが、最後まで気を抜くことなく地区の活性化
に努め、中村年度にバトンを渡したいと思っています。
　さて、2月も様々な地区行事がありましたが、特筆すべきは海外のロータリークラブが 2つも当地区を来訪されたことでしょうか。1つはフィ
リピンの RI 第 3820 地区のガバナーエレクトがパートナー及び 6名のロータリアンと共に当地区を訪れ、静岡 RCの例会に参加しました。例会
では、同地区の概況と現在行っているプロジェクトを表し、ロータリーが今後も発展して行くためには発課題の掘り起こしと迅速な対応を必要
とする旨の挨拶がありました。夜は地区主催の歓迎レセプションを開催し、中村皇積ガバナーエレクトも加わって遅くまで親睦を深めると共に、
親密な友好関係を築きました。

　2つ目の国際親善は、4月中旬に台湾の RI 第 3480 地区から 45 名もの自転車愛好家集団のロータリアンが当地区を訪れたことです。同地区の
自転車愛好家集団は、美しい伊豆創造センターが主催する「台湾サイクリストモニターツアー」に 2017 年に参加したことを契機に、毎年サイ
クリングツアーのために伊豆地域を訪れておりました。コロナ禍により 3年のブランクがあったものの、今年、4年ぶりに再開されたものです。
一行 45 名はスタート地点の御殿場から伊豆の下田までの約 200 キロを 3日間で走り抜ける結構ハードなツアーに挑むと共に、自然豊かな伊豆
の風景を楽しむとのことでした。ツアーの途中、三島で催された歓迎レセプションには、静岡第１グループ所属の大勢のロータリアンも参加し
親睦を深めました。
　また先月、RI 第 3350 地区（タイ、ベトナム、カンボジア、ミヤンマー）の地区大会に参加した関係で、崩壊寸前にあるタイ国アユタヤ県ワ
ンノイ郡のコータンクローン小学校の支援を地区の皆様にお願したところ、百万円を超える支援金をお預かりし、過日、先方のロータリークラ
ブに送金しましたことをお知らせすると共に、紙面をお借りしてお礼を申し上げます。ありがとうございました。

　このように 4月は海外がらみの行事が多かった月ですが、地区内の行事も色々とありました。2つの周年行事に IM開催が 2つ、2023 学年度
の米山記念奨学生とカウンセラーの顔合わせ会、米山梅吉記念館春季例祭、RI 第 2650 地区（京都、滋賀、福井）の地区大会への参加、RI 主催
のクラブ活性化セミナーへの参加、そして地区研修・協議会と行事が盛り沢山の 4月でした。
　紙面の関係で全てについて語ることはかないませんが、今年も新たな米山記念奨学生が、昨年暮れの面接試験に合格し、誕生しました。世話
クラブ及びカウンセラーとの対面式に臨んだ米山記念奨学生は緊張感を隠し切れないものの、晴れがましさが感じられました。一人一人行われ
た自己紹介では、奨学生に選ばれた喜びを率直に語ると共に、将来に向けてのしっかりとした考えを披露しており、今後の成長が楽しみです。
　山梨第１グループの IMでは記念講演として、元ウクライナ特命全権大使の天江喜七郎氏より「ウクライナ戦争の源流と現状」というタイムリー
なお話を伺いました。一日も早くウクライナの地に平和が訪れることを願うばかりですが、次年度 RI 会長エレクトのテーマ「世界に希望を生み
出そう」は、まさにウクライナのためにあるかのようです。
　そして、次年度の実質的なスタートともいえる地区研修・協議会は、今年も Zoomを利用しての開催となりましたが、中村ガバナーエレクト
の思いの丈がこもった、熱い充実したセミナーと成りました。
　私のイマジン年度も残すところ 2カ月を切り、ガバナーとして出席する公式行事も僅かとなりました。しかしながら過日、RI 主催で開催され
たクラブ活性化セミナーに参加し新たな刺激を受けました。あと 2カ月ではなく、まだ 2カ月もあるとの思いで、ガバナーとしての役割をしっ
かりと果たさなければ成らないと思っているところです。



　袋井ロータリークラブ創立 40 周年記念式典は 4月 1日（土）、掛川グランドホテルで袋井市の大場規之市長、森町の太田康雄
町長をはじめ 28 名の来賓と袋井ロータリークラブの会員 45 名、事務局 1名の合計 74 名の参加のもと、盛大に開催されました。
記念式典では、野中恭宏袋井ロータリークラブ会長挨拶、金子晃久実行委員長の挨拶に続き、スポンサークラブである掛川ロー
タリークラブの河原﨑真義会長よりご挨拶をいただきました。来賓挨拶として、淺原諒蔵ガバナー、大場市長、太田町長が祝辞
を述べられました。原田清司創立会員による袋井ロータリークラブ 40 周年の歩みが説明された後、記念事業について金子実行
委員長より発表されました。また、公益財団法人ロータリー日本財団、公益財団法人ロータリー米山記念奨学会への寄付金の目
録が野中会長から淺原ガバナーに贈呈されたほか、小中学生向け教育パンフレットの目録が大場市長、太田町長に贈呈されまし
た。記念講演会では、静岡理工科大学教授（専任）の十朱寧氏より「人が歴史をつくり、歴史が人を育てる」をテーマに、記念
式典のパンフレットに掲載された袋井の偉人・鳥居信平についてご講演いただきました。
　その後の記念祝賀会では、鈴木直人直前会長の開会の挨拶、野中会長の挨拶に続き、静岡第 4グループの鈴木義弘ガバナー補
佐の乾杯で華やかに開会し、「すみれ姉妹」のピアノ演奏とヴォーカルのアトラクションで会場は大いに盛り上がり、親睦の輪
が拡がりました。

袋井 RC 創立 40 周年記念式典

地区チーム研修セミナー開催報告
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会長エレクト研修セミナー報告

　地区チーム研修セミナーは2月 19日 (日 )、昨年同様ZOOMで開催され、次期地区役員、各委員会メンバーなど約130名が参加
しました。
　ゴードンR. マッキナリー次期RI会長テーマは「世界に希望を生み出そう」です。中村皇積ガバナーエレクトよりテーマの解説、
2023－24年度目標の説明がなされました。また、地区リーダシップ運営方針は「まごころを添えよう」です。中村エレクトは、「私
たち地区リーダーシップチームは、まごころを添えてクラブ、地域社会に向き合いましょう」と話されました。続いて、地区目標・
支援メニュー、ガバナー賞が示され、詳細な説明がなされました。
各委員会別会議では、事業計画のブラッシュアップや予算について討議がなされ、その後の全体会では、各委員長より会議内容の
発表が行われました。最後に淺原諒蔵ガバナーより総評を頂き、閉会点鐘となりました。

　3月 12日 (日 )、静岡県男女共同参画センターあざれあにて、2022-23年度会長エレクト研修セミナーを実施しました。本会議で
は次期地区研修委員長の志田洪顯PDGより会長エレクト研修セミナーの意義を説明していただき、中村皇積DGEより次期RI会長テー
マおよびイニシアチブの解説、次期地区年次計画についての説明を行いました。
　昼食を挟んで、第２地域ロータリーコーディネーターの野口英一PDGより「わかりやすい行動計画とDEI」と題した講演をして
いただきました。その後、３グループに別れ、分科会１を実施しました。会長エレクト部会では、次期研修委員によるグループセッ
ションを「クラブの健康チェックと元気なクラブづくり」をテーマに実施。次期クラブ幹事部会では次期地区幹事によるSecretary 
Elect Training Seminar を実施。次期ガバナー補佐部会では中村皇積DGEによる第10回地区チームミーティングを実施しました。
　分科会２では、ガバナー補佐によるグループ別会議を行いました。奉仕活動委員会の委員にも参加していただき、活溌な話し合
いが行われました。
　最後の本会議では次期地区財務委員会、伊藤千明委員長より予算案説明、次期ポリオプラス小委員会、荒憲聖委員長より古着DE
ワクチン事業の説明、国際大会推進委員会、山口勝義委員長より2024年 5月 25日からシンガポールで行われる国際大会のご案内
がございました。最後に記念撮影をして閉会となりました。
　３年ぶりとなるリアルでの会長エレクト研修セミナーでした。リアルの良さを十分に生かした有意義なセミナーになったと思い
ます。

（次期地区幹事　影山忠弘 /浜松ハーモニーRC）
　



国際ロータリー第 3480 地区自行車隊　歓迎式典

　2023 年 4月 14 日金曜日に三島市のみしまプラザホテルにおいて、美しい伊豆創造センター（会長　豊岡武士　三島市長）主
催の国際ロータリー第 3480 地区自行車隊歓迎式典に淺原諒蔵ガバナーが出席しました。3480 地区の自行隊（ロータリークラブ
内の自転車愛好家の集団）は 2017 年の「台湾サイクリストモニターツアー」への参加を契機に、コロナ禍前の 2019 年まで美
しい伊豆創造センターとの相互交流が続いていました。
　またコロナ禍においても、3480 地区からは熱海の土砂災害への義援金の寄附やマスク不足の伊豆市へのマスクの寄附等、変
わらぬ友情を示されてきました。
今回は政府の水際対策の緩和等により対面で交流することが可能となったため、簡國徽團長、許鈴裕パストガバナーを始め 45
名のロータリアンとその家族が、自転車で御殿場から伊豆半島を巡るために訪日されことに対して、感謝を意を示し更なる交流
をはかるために出野勉静岡県副知事や伊豆の各市町長とともに淺原ガバナーと静岡第 1グループの遠藤正幸ガバナー補佐と各ク
ラブの会長が参加し大いに交流を深めることができました。

山梨第 1G インターシティミーティング

 　2023年 4月 16日（日曜日）に山中湖ロータリークラブ（高村浩明会長）をホストクラブとして、国際ロータリー第2620地区山
梨第1グループのインターシティミーティングがホテルマウント富士において開催されました。
　当日は満開の桜と富士山という絶景の中、山梨第1グループの約100名の参加者のもと、式典では高村会長の歓迎の言葉に続いて
羽田紘明ガバナー補佐のIMリーダー挨拶、淺原諒蔵ガバナーの来賓挨拶が行われました。記念講演では「ウクライナ戦争の源流と現状」
をテーマに元外務省ウクライナ特命全権大使の天江喜七郎様より、ウクライナとロシアの現状と今後の国際情勢や日本の役割につい
てお話をいただきました。
講演終了後には、羽田ガバナー補佐より次期ガバナー補佐の小俣理美さんと次期 IMホストクラブの大月ロータリークラブの紹介が
あり、小俣次期ガバナー補佐と、大月ロータリークラブの渡辺康一郎会長より挨拶がありました。
　続いて開催されました懇親会においては、パーカッション奏者のTuk・Pakの演奏で会場が大いに盛り上がり、最後は手に手つな
いでを皆で歌い、閉会となりました。3年ぶりに開催された山梨第1グループのインターシティミーティングでそれぞれが知識と交
流を大いに深めることができました。

袋井 RC 創立 40 周年記念式典
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審議会代表議員・補欠議員選出のご報告

　2022 年 12 月 10 日および 2023 年 2月 11 日、地区諮問委員会・地区指名委員会により 2023、2024、2025 年の決議審議会
ならびに 2025 年規定審議会の代表議員は野口英一 PDG、補欠議員は星野喜忠 PDGに決まりましたことをご報告します。

ガバナー　　　　　　　淺原諒蔵
地区指名委員会委員長　松村友吉

甲斐 RC 創立 25 周年記念例会

　4月22日 (土 )、甲府市のコットンクラブで甲斐RC創立25周年記念例会が開催されました。淺原諒蔵ガバナー、小林聰一郎パス
トガバナーご夫妻をはじめ、幡野美好ガバナー補佐や山梨第2グループの各クラブ会長の皆様がお祝いに集まり、華やかな例会とな
りました。
　次期ガバナー補佐の溝口秀男ソングリーダーによる国歌、ロータリーソング斉唱、窪川記世子会長の挨拶で開会となり、淺原ガバ
ナーの祝辞に続き、Zoomで中村皇積ガバナーエレクトからお祝いの言葉がありました。また、高村昇二特別代表補佐から設立当時
のお話を聞きました。
　窪川会長より記念事業としてRID3350（タイ・ミャンマー・カンボジア・ラオス・ベトナム）タイ洪水被害支援アユタヤ県ワンノ
イ郡コータンクローン小学校「柱補修プロジェクト」への寄付の発表と会員増強の報告があったほか、石川祥会員、笠松幸剛会員の
入会式が行われ、淺原ガバナーがロータリーバッジを新会員お二人の胸につけて盛大に歓迎しました。
　懇親会は、井上雅雄パストガバナーによる乾杯のご発声で始まり、Naomi Grace & The GANGによる「IMAGINE LIVE」が行われ、数々
のジャズナンバーが披露され、大いに会場が盛り上がり、甲斐RCの今後のますますの発展と活躍を予感させる素晴らしい記念例会
となりました。

トルコ・シリア大地震救援金ご協力の御礼および送金先のご報告

　トルコ・シリア大地震救援金を3月 10日まで受け付けましたところ、70ＲＣから合計3,836,208円の救援金が寄せられました。
第3回ガバナー会議で「トルコ・シリア地震災害支援」が議題に追加され、各地区でとりまとめた支援金はガバナー会がトルコ・シ
リア地震支援金専用振込先口座を設け、海外送金を一括してくださることになりました。支援金は、トルコのＲＩ第2430地区（被
災地区、Ｅｍｒｅ　Ｏｚｔｕｒｋガバナー）へ送金されます。皆様からお預かりした救援金に地区災害基金から補填をして、
合計400万円を3月 24日に送金手配させていただきました。
　皆様のご協力に深く感謝申し上げます。

RID3350 タイ洪水被害支援小学校「柱補修プロジェクト」のご報告

　国際ロータリー第3350地区（タイ王国・ミャンマー・カンボジア・ラオス・ベトナム）で洪水被害に見舞われたタイ王国アユタ
ヤ県ワンノイ郡コータンクローン小学校の柱補修プロジェクトへの支援金を受け付けましたところ、33ＲＣと8名の会員から合計
106万円の支援金が寄せられ、国際ロータリー第3350地区の飯田光孝ガバナーへ4月 21日、送金手配をいたしました。学び舎が
補強され、小学校の生徒たちが安心して学校生活を送るための一助となります。皆様のご協力に深く感謝申し上げます。

国際ロータリー 2620 地区会員数 ※ 2023 年   3 月現在

74 クラブ

期首会員数 前月末会員数 当月末会員数 当月増 当月減 通算増 通算減 女性会員数

2756 2881 2852 10 39 234 132 231
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